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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、普遍的な転写因子NF-κBの活性化に関与するタンパク質をコードしています。このタンパク質はヒストン脱アセチル化酵素HDAC3およびNotchコリプレッサー複合体と関連しており、Notch標的遺伝子の転写抑制因子として作用します。また、αT細胞の発生にも必要です。関連する偽遺伝子がX染色体上に同定されています。一方、関連するイントロンを含まないレトロコピーは、CDSが損なわれておらず機能的である可能性があり、6染色体上に位置しています。[RefSeq提供、2010年5月],機能：TNFおよびIL-1誘導性NF-κB活性化の調節因子。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,配列注意：コンタミネーション配列。ポリA配列の可能性があります。,類似性：UPF0396ファミリーに属します。,
	研究分野
	転写、その他の因子、エピジェネティクスと核シグナル伝達、核シグナル伝達経路、NFκB経路、幹細胞、シグナル伝達経路、Notch核、NFκB経路、免疫学、獲得免疫、T細胞、非CD、シグナル伝達
	画像データ
	

	Jarkat細胞溶解液のウェスタンブロット分析、NKAPウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

